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酵素反応 に 及 ぼ す性 ホ ル モ ン の 影響

大 阪逓信 病 院 産 姆 人科 部 長

足 　 立 　　春　 雄

住谷　孝 子，木下　　修 ， 浦 上

松岡 惇雄 ， 山 口　春雄，河 田

満男 ， 谷 口

浩 ， 加藤

　　 第 1 編 酵素に及ぼす 性ホル モ ン の影響

　　　　　　　に 関す る臨床的研究

　第 1 章　正 常妊娠 に 於 け る絨 毛 及 び胎盤 の phespho −
monoesterftse の 消長

　 第 1 節 実験材料及 び 実験方法

　 既 述 住 谷 ：　日産婦誌，　8 ：439
，　1956哩）幸區告 しこ よつ ！辷．

　 第 2 節　小　括

　 実験成績 に関す る詳 しい 考按は 上 記文献を参照 さ れ た

い が 要す る に 此 等の 事実 は今後更 に 研究を発展 さす こ と

に よ り，胎 児の 月 令，巨大児 と過熟児，胎盤機能の 判定 な

ど臨床湎 へ の 応用が 企図 さ れ て よい もの と考え て い る ．

　第 2 章 妊婦 血 清 catalase の 消長

　第 1節 実 験材料及び 実験方法

　 そ の 詳細 は 内分泌 と代謝 （1 ： 146，
　 1958） に 既述 し

た の で省略す る．

　第 2 節　小　括

　妊 婦及び非妊婦の 血清 catalase 活 性 は 記載に 価 す る

程の 大き な変動が な か つ た 事は．少 く とも本酵素 濡 性 を

巾心 と して考按 した 場合に妊婦の ho皿 eostasis が 大 き

な 役割を演 じ る もの の よ うで あ る．

　第 3 章 妊娠時の 血清非特 異 的 choli 皿 e　esterflse の

動向と更年期障害ホ ル モ ン療法の 影響

　第 1 節　妊娠時の 血 清 非 特異 的 choline 　esterase の

動向

　之等 に 関 して は 既報の 夊獻　（産婦世界．　 7 ： 859，

1955） を 参 照 さ れ た い ．

　ee　2 節 更 年 期障害 の ホ ル モ ン 療法時 choline 　 este −
rase の 動向

　実験材料及び実験方法 ：我 々 は 且 つ て 更年期障害 を訴

えた 患者 に 性 ホ ル モ ン 療法 を行 っ た 際の 血 中の 総 コ レ ス

テ ロ
ー

ル と血 清非特異的 ch ・！ine　e ・te・ase の 消長を検

査 した ．詳細 は 前項の 文献を参照 さ れた い ．
　 第

．
3 節　小　括

　妊 娠 ， 分娩 ， 産褥及び妊娠中毒症婦人 と更年期障害で

血清非特異的 コ リン エ ス テ ラ ーゼ を測定 して
一

応性ホ ル

モ ン 環 境 が 本 酵素 の 活性 に 1 っ の 大きな 役割 を演 じる も

の と想像 した．

　第 4 章　妊娠各月 に於 ける絨毛組 織 の コ ハ ク酸酸化酵

素 系

　第 1節　実験材料及び実験方法

定之 田 中　悦男， 桑原　公章

和哉，広瀬多満喜 ， 岡山　隆至

　此 等 に関 して は 既報の 文献 〔住谷 ： 日産婦 誌 ， ユ1 ： 苴

09，工959） を参照 さ れ た い ．
　 第 2節　小　括

　人胎盤 の コ ハ ク 酸酸化酵素 を化学 的 に系 統 的 に測 定し

た成績は 少い ．本実験 か らも明らか な様 に最も胎盤機能

が 旺 盛 と想像 さ れ る 妊娠第 4 カ 月 に最高の 活性 を認 め る

事 か ら考え て 本酵 素 が 胎盤 の 代謝 に 積極的 に関 与して い

る酵素の 1 っ で あ る事が 推測 さ れ，従つ て そ れ が 妊 娠 中

の 性 ホ ル モ ン 其他 の 影響を受 ける可龍性 の あ る事を暗示
し て い る ．

　第 5章　産 婦人 科疾患 と β・glucuronidase

　第 1節　実験材料及び実験方法

　静 脈 血 よ り分離 した 血清又 は 尿 r 時 に 組織 homoge −、
nate を酵素 と し，基質 は G．01M　sodium 　phenolphtha ＿
正einm   noglucuronide を用 い Fishman 氏法 に準 じて 測

定 した が、そ の 詳細及 び 予備実験 に就 て は 改 め て 報告す
る ．

　第 2 節　実験成績

　筒単 に図表を以 て 示す と第 1表，第 1 図の 如 くであ る．

第 1 表 　子 宮腫瘍組織 ho −

　 mogenate の β
一glucuro ．

　nidase と serum の β
一

第 1 図 　血 清 中 の β
一gluc −

　glucurQnidase 　　　　　　　　　　uronidase

讖劉1…il：声；1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 畢 　 　　　 ．

　　　　　　　　　　　　蕪醗韆
　第 3 節　小　括

　我 六 が 臨床的 に産婦 人 科患者 に つ い て 実証 し た 血 清

β一glucuronidase の 変動 は既 に先進 譜 家 に よつ て指 摘，さ
れ た 成績 と概 ね

一
致 す る が ，そ の 測定法の

一
部 に加えた

若干 の 改変の 為 か，こ れ ら先人 の 得 られ た 測定値よ りも
一

般 に 高 く現 わ れ て い る．ま た測定 した対象 の うちで新

N 工工
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生 児，未熟児，臍帯血 ．切 迫 流産な どに つ い て の 成 績 は

余 り今 迄の 丈献 に み ら れ な い 屯 の であ る．特 に 成熟児 に

跳較 して 未熟児の 方が β一glucuronidase の 活性 が 高い

・頤 向 に あ る こ と及 び 両者 とも臍 帯 血 に 比 較す る と 明 ら か

に 低値で あ る事 に つ い て は 将来何 ら か の 臨床的 な 意味づ

け が 行 わ れ るべ き もの と考 え て い る，
　 第 6章 産 婦 人 科 疾 患 と tranSUminase の 消 長

　第 1 節　実験材料及 び 実験 方 法

　大阪逓信病院産婦人科 を訪 れ た 婦入 の 肘静脈 か b 梁

gi吐し分離 した 血 清 に つ い て Sigma −Frankel 法
一
Cご測 定 し

た ．予 備実 験を含 む 実験方法 の 詳細 1よ改 め て 報告す る 予

定 で あ る。

　第 2 節　実験成績

　種・を な 産婦人科 疾 患 に 於 る t∫ ansaminases ．　glutamic
exaloacetic 　 transaminase （GOT ） 及び glutamic

pyruvic 　 transaminase （GPT り の 測定値 は 第 2 図に

示す如 くであつ て ，心筋梗塞や肝疾患 に み た 様な 著明な

変化は 認 め ら れ な か っ た ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 　 2　 図

　。，
i　

G°T

；． ．　　
GPT

． 。 ．

　　k
・
il
：　 ゼ ．　 e

　 　 　
　 　 鉛

・ 磁 蚩慧
　　fO 　　・： ： 撃

’

　　　 　　　　　　　　
；

　　s

　 o

蕚1鍵驪
　 癌 腫 腫 婦 阻 症 茆 児 害

第 3節 　小 　括
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　産婦人科領域 に 於け る transaminases の 消長は 1］予障

讐 を伴うもの で あ ろ う と思われ る妊娠中毒症 に お い て さ

え も若
：

トーヒ昇の 傾向 を認 め るだ けで，こ れ 亀殆 ん ど 1包の

疾患の 場合の バ ヲ ツ キ 範 囲 内 に あ つ て大 して 診断的の 意

義 を持 た ない 屯の の よ うで あ る．

　第 7 章　新生児 の 乳酸脱水素酵素

　第 1節 　実験材料及 び 実験 方法

　夫k 採 i血可 能の 皮下静脈血 を採販 し血清を分離測定 し

た ．尚対象 と した新 生 児の
’

ド均生下涛体重は 306｛｝g（8720

〜26629）で基 質 と し て は ピル ビ ン 酸 リチ ウ ム 塩 の O．025
M 溶液 を 用い た ．

　 実験方法 は Hill の 方 法 に よつ て DPNH の減 ぐレ是 を

測定 した ．

　第 2 節 　
’
実験成績

　第 3 図 に 示す 如 く計ユ3例 の 新生 児 の SID 活 性 値は 男

女 を通 じて 平均 O．49 （0．32〜0．63：）
’
ごあ 匂，健 康 成 人 の

0．22に 対 し著増を示 した ．

　 尚男児，女児問 に於 て は 男児平均値 O．495．女児 平均

瓸 0．493 と双 方の 問 に 有意差 は 認 め な か つ た ，

　 第 3 節　小 　括

　幼児 や 小 児期 に は 此の 酵素 活性 が 成 人 に比 較 して 高い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 　 3　 図
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と云 わ れ て い る が ．新 生児に あ っ て も健康成み に 比較す

る と明 らか に本酵素活性 が 上昇 して い る事 を知 つ た ．

　　　第 2 編 酵素反 応 に 及 ぼ す sexagerts

　　　　　　　　の 直接的な影響

　第 1 章 　酸 化 還 元 酵素 に 及 ぼ す性 ホ ル モ ン の 影 響

　第 1 節 　コ ハ ク 酸酸化酵素系

　第 1項 　ヒ 1’絨 毛 租織の コ ハ ク酸酸化酵 素系に 及 ぼ す

sexagens の 影響

　第 1項 動 物 組織内 コ ハ ク 酸酸化酵素 に 及 ｝3す sexa ・

gens の 影響一　 特 に hexestr   ｝ の 活性化作用

　酵素材料 と して ヒ ｝
：絨毛組繖や実験動 物の 各種臓器 を

撰 ん で sexagens の 影響 を検討 した 結果， 詳 細 は 既 に

（住谷 ： LI産婦誌，11 ： 11G9
，
1959）発表 した様に屠殺

後短時間の 心 筋 を儺 百した 汗寺だ け hexestro］　2 × 10− s・v

2x10 一ヒM で 600 ％ 〜18〔｝％ に及 ぶ 活 性 化作用 を認 め た．

　第 2節 　リ ン ゴ 酸1悦ガく素酵素及 び フ マ
ール 酸脱永素酵

素

　第 1節 と同 様 の 実験 を 行っ た が sexagens の 影響 は前
者 に 準 じる とは 云 うもの の 有意差 d して 目さ れ な い 程 度

で あっ た の で省瑁す る．

　第 3茆　L 一グ ル タ ミ ン 酸脱冰素酵素

　 A 　実 験林 i3：及 び 芙 験方 法 ： Strecheτ の 方 法 に 準 じ

て 牛肝臓 よ り精製した純度約 20％の 酵素 を 用い L一グ ル タ

ミ ン 酸 を 基質 と して Ho 弩eb30m の 方法で ビール 酵母 か

ら精製 した 純度約 30％ の DPN の 還元値 で
’
測定 し た ．

〔詳細は河 田 ： 「−i虞噴坩誌 6 ：偲 33，1463，1954に既述）。

　 B 　実験成績 ： 第 2 表 に麦 示 した ．

　　第 2 表 基 質 工tl，50M ，　 pll7．6，
38De．，DPN （3

　　　mg ．　per 　 cc ．）　O．2cc。，50f醇　prottin　D．1i　cc．

　　　雛霊魔 1鑞灘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔Io

渉　　工t〆J　，

　 C　　Z∫雪舌 ： 4，4，
’−diacetcxy一α ，β一diethylb1benzyl−Na 塩

は 明 ら か に本酵素浩鑒 を阻害 した ．

　第 些節　乳酸脱水素酵素

　 A 　笑験材料 及 び 実験方法

　簿 工項 　ints乳酸脱水素酵素 に及ぼ す sexagens の 影

響

　1．実験材料

　 a．酵素 ：健康男子の rE 中静脈 か ら採 血 分離レた 血 清

を用 い た、

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 b．基質及 び緩衝液 ：基質と して は，　0．D25M ピ ル ビ

ン 酸 リチ ウ ム 塩 水溶液 を 用い 、緩衝液 と し て は 0．ユM 燐

酸緩衝液 （洲 7．2） を使用 した ，

　 c．　Sexagens ：Estradio1
，
　estrone ，　estriol ，　 progeste−

rone ，　pregnanediol ，　testosterone ）androsterone ，　hexe −

strol の 各結晶を 50％ ethanol 溶液 と し10− s・v10 −“M の

・範 囲 に於 て ， そ の 0．2ml・を添加 し実験に供 した ．

　 2． 実 験 方 法 ： 第 1 編で概 述 したの で 省略 す るが．同

時 に行 つ た 予備実験 に関 して も改め て 本誌 に別 に 報告す

る。

　 第皿項　結晶乳酸脱水素酵素 に 及ぼ す sexagens の 影

響

　 酵素と して Sigma 製結晶乳酸脱水素酵素の 硫安浮遊

液 を30分に お け る O．D ．　 O，5とな る よ う蒸溜水を用い て

調製 した もの を 用い た 他 は 前項 に 準 じる．

　 B　実験成績 ：簡単 に 夫肉 につ い て 図示する．第 1項

は第 4 図の 如 くで ， 雛 1項は第 5 図の 如 くで あ る．

　　　　　　　　　　　　 第 5 図　　結 晶 Lactic　dehy一
第 4 図 　S 丑 D 活 性 に 及 ぼ 　 drogenase に 及 1ます se 一

　 す sexagens の 影 響 　 　 xagens の 影響

嬉 譲 翻
：

鴛
，纛 コ

三ii
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Hs「叨 肥 濃度 「M〕｝

　 C 　小括 ：乳駿脱水素酵素 に及 ぼ す sexagens の 影響

は 余 り著明で あ る とは 云 え な い が ， こ 丶 に 注 日す ぺ き 2

つ の 点 を指摘す る事 が 出来 る．

　 1 っ は 血清乳酸脱水素酵素 と結晶乳酸脱永素酵素 とに

及 ぼ す sexagens の 影響が 異 つ て い る と い う 問 題 で あ

る 、即 ち酵素作用そ の もの を比 較す る と血清の 単位酵素

の 作用は結晶 その もの の 約10分の 1 前後の ノ丿価 しか 持 た

な い に 屯拘 らず ．sexagens の 影 響 は 反 つ て 血 清乳酸脱

永素の 方 に 比較的 顕 著 に 現われて い る とい う事 で あ る．
こ の 事 は 恐 らく血清中に存在す る他の co−factorの 干 渉

で あ ろ うと想像さ れ る．第 2 には sexagens の 中で特 に

androsterone が diL清酵素 の li寺だ け ， 且 つ 5 × 10
− s〜　5

× 10踊 M の 範囲に だ け 120〜 122％に反応を促進 させ る

とい う事実であ る．
　 第 5節 Tyrosinase

　 馬鈴薯皮質部粥 か ら酵素 を抽出 し て 前項同様 sexage −
11s の 影響 を測定 したが ，

　 hexestrol が 終末濃度 2．2×

1e』3M
で 約20％，　 estradiol が 同濃度で23％ とい う 軽度

の 阻害を示 した に過ぎな か っ た，
　第 6節 Cata玉ase

　第 1 編 ， 第 2 章に準 じて sexagens め 影響 を検討 して

第 6 図に 図示 す る 様 な成績を得 た．即 ち estrogen 特 に

estrone は 活性 を 阻害する もの の 様 で あ り，progesterone
も 3 × le− 3M

で26％，　 L5 × 10− ”M で42％ と可 成 り強い

阻害作用 を呈 した ．

　第 τ節　Monoamine 　 oxidase

第 7 図 　Monoan ユine　 oxi −

　dase に 及 ぼ す ス テ ロイ

　 ド及 び niamide の 影響
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　 ヒ ト胎盤 か ら得た 粗酵素で Kenten らの 方 法で測 定

した ．Sexagens が moneamine 　 oxidase に 及 ぼ す影

響は 余 り顕著では な か っ た が ，
MAO 阻害剤 nlamide を

同時 に添加す る と阻 害 作用 が一
層著明 とな る事 を認 め た

（第 7図）．

　第 8節 Diarnine　oxidase

　Tabor の 方法 で 屠殺直後の 豚腎臓 か ら 作成 した粗酵

素 を用い ，histarnine　 dehydrochloride を基質 に し て

Warburg 検圧法で検討した結果，　 testos亡e 「 one だ けが

2 × 10司 M の 尚 濃度で 4 時間後に約 24％ の 阻害 作用を示

した だ けで あ る （第 8 図）．

第 8 図 　 Diamlne 　 oxidase

　に 及 ぼ す sexagens の 影 　第 9 図　 ヒ z チ ヂ ソ 酸 化 酵

　響　　　　　　　　　　　 素

　メ 　　　　　　対 照　　　　 60t

雛／
難 贈ll

L　 冂u
　 7　 2　3　 4
　 　

一声時 哺1

第 9節 Aminoacid 　 oxidase

扉

　 e、亡剛 、1

30　　60　　go
→ 時固 （殉

　 ラ ッ ト肝 hOmOgenate を 用い て 必須 ア ミ ノ 酸を基質 に

sexagens の 影響 を検圧法 で 検討 した 結果，　histidineを
基質と して 選 ん だ 時 だ げ estradiol が 3x10 一dM

で約

30％ に 及ぶ 阻 害 を呈 した に過 ぎな か つ た ． cee　9図）

　笛10節　Diaphorase

　 Straub 法 に よ っ て 豚心笏と酵母 か ら作成 した 粗酵素

diaphorase 　I　に っ レ、 て　sexagens 　の 影響 を 検圧 ｝失に よ

つ て測 定 した 結果 estradiol だ け が 第工G．11図 の よ う に

85〜o
「
o
「

％ の 顕著な 影響 を示 した ．

　ま た 同様 Diaphorase 　IIに っ い て は 第12 図の 様 に es・

tradiol の 阻害 作用は 45〜50％ と弱 くな り． 之 に 反 し て

第10図 　酵 周： か ら の Dia 一第 11図 　豚 心 筋 か ら の Dia −

　phorase 　l　　　　　　　 phorase 　I に 及 ぼ す 影 響
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上 昇 し， estriol で も僅 か ン）．．1
’
ら 阻 』の 傾向 を珂

ダ t

　第 噸 iヨ Cytochr。 me 　 oxidase

　家兎 ノら筋 々
・f冫 Smith 泥爵こ準 じ cytochrome 　c　oxidase

を作成 し・cytochrome 　c 水 溶液 を基 質 と し，成 化 ．．れ

る cytochrome 　 c　
P一分光九度計

一
ぐ摂1定 し sexagens ・え）

影響 『P 検
一
  た 結果 ， 弗認 図に 示す様、二 estradiol だ ∫

力 著叨．よ阻害作旆
・
：呈 1 “

C 、詳細は ［よめ て 報告す る．

　 第 2 章 　加 水分 解酵素

　重む1節　Phosphomonoesterase

　既畿隹谷 （口産婦 ｛／；，
8 ： 439／1956）の 文献ナ 窓 撫

さ れ た い ．

　第 2 節 Taka −phosphatase

　 剛 節 に同 じ。

　弟 3節 Adenoslne 　triphosphatase 　（ATP −ase ）

　木実験の 詳 「団ま別 ）機会 L一報 古 す るが家兎 筋肉 よ り作

成 した myosin 　B 　 酵素 と し，　ATP −Na 冠 （pH　6・6）

を基 質 と し
』
〔遊 ρ 矧

F
蔽 頃 を Fiske−Subbarow 泣ご 　よ りi則

定 し こ sexagens の 影響 を 追究 した （茅 3，4 表 ）．

　　　第 3表 　ATP −ase に 及 ぼ す estrio1 の 影 響

　　　　　事籌薯・
1｛i塾；並 靄

　 　 　 　 　 　 ム 殺　　ド　s已L丿凶ぽすH　≦im1　　響

　　　　囈饗躍 法嘱 ，盤
　第 4 節 Choline　c ＄terase

　本酵素 に 対 す る sexagens の 影響 は 既 こ 河 田 が本誌 6

巻 ，1463頁 に 報告 して い る の で ， 詳屈は省略す る p 何れ

に レて も te・t。ster ・ne ，　pr・geSter・ ne 及 び との 誘導体

に 阻害劫果 が 現 れ た．

　 第 5 節　　Lipase

　 Lipase （Nutritional　Biochemical 吐製）を tributyrin

に作用 さ せ て sexagen の 影 畫 忙 見 た 結果，　 estradiol や

testosterone に 約 10〜20％の 活 性 化作用を認め ，　 estriol

が 30％ の 阻＄効 果 を 示 した．

　 第 6 節　β一Glucuro 且idase

　第 1 編 一準 じ て ヒ ト絨 毛及 び 牛肝 よ り精製 した β・gluc −

uronidase に 及ぼ す sexagens の 影響 は 弟14 ，
15図 こ

示 す如 くで あ つ た ．

　 即 ち絨毛 を 用い た 時」ま ・・t・・ ne は 10− n・−10
− 4M

で

120〜130％，estradi ・1 で rixtlO一AM
　
−t　110％の 僅 か な活

第14区　 ヒ ：・絨 毛 よ り精 製

　β一glucuronidase　｝一又 C’よ
　 す sexagens の 影 響

　　1し 辱
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　第 8 節 Ribonucle ・・se

　牛肝職 ゴ ら 抽出 した RNA −ase 標
口

二 ribonucleic

acid 登荘 貝 と して Mejdaum ｝去で ．六1験 し た ．予 備夫験

で 知 り彳守 ，、こ工 適条件 の 下で sexagens の 影響 を 検討 した

黥果 は 第20図つ 如 くで，estrene は 3・8× 1D
− ：M 〜 3・8×

1 
一fiM

で ユT・）44％ ，　 estriol は 3 ．6× ⊥0
− 3M 〜3・6× 10−

M で 22〜50％，esLradiol 　lま 4 × 10−’aM で 33％ の 阻 害 登示

した．4，4  diacetoxy一α ，　fi−diethylbibenzyl ｝ま 3 × 10
− s

］“」匚

r・一　3 × 10
− SM

で 9〜17％ の 僅 か な活性化 を 示 し た．
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第 20図 　Ribonuclease

幽三辮 誕 難 鸚：

100

L7
麟
1500foo

　JltO　iO　 5　 険 c

　第 3 章　転移酵素

　第 1節 　ア ミ ノ 基転移 酵 素

　第 1編，第 6 章 に 準 じ Sigma・Frankel 法で検討 した

結果 は第21図及び第 22図に示す よ う に ，
testosteτ one が

20〜30％ の 活 性 化 を 示 した．

　　　　第21図　GOT 　　　　 第22図 　GPT

　 　 　 　 　 　 e／，／e

ρr 一
芯

一20

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9 〜鬘起匙襲も塰藁 Σ

　 　 　 　
pm

　Sb “’St “・tic 「｝’¢　　　　　鳶鳶鍔寺 高尊南尊

　第 2第 ク エ ン 酸生成 ア セ チ
ー

ル 基転移酵素

　本酵素 に つ い て は ヒ ト絨毛紐織，白鼠腦110mogenate，
白鼠腦 mitochondria に つ い て 検討 した が ， そ の 詳細

は木下が本誌 11巻，2191頁に 報告 した の で省略す る，

　第 3節　芳香族 a 皿 ine の ア セ チ ー
ル 化酵素

　鳩肝臓 か ら Buyske 法 に 準 じて 精製 した 酵素を用 い

sulfanyla 皿 ide を acetyl 受容体 と して Kaplan・Lipman
法 に よつ て sexagens の 影響 を検 した．

　そ の 成績 は 第23，24，25，26図に 見 ら れ る様で 詳細 は 改

　　　　　第23図　　　　　　　　 第24図

　 　 　 　 　 　 　 ｝．−oE5trOt
］e

喚 妻篤 讐 讐 讐 要 終轍 ≒瓣 無
　

剣 ミ き 一範 ド
陰 尋

斡茎．「一塗　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M→豊 一m 費 嬬 Ln ”黥 コ 罵

　　　　　第25図 　　　　　　　　　第26図

gl

　　　　　　　勲 窟δo
　 rsfi　　　7s8　 b．噸幽L一か一鵡　　　　鹵．
706a

ii蠹蝋

2σ

Ioc

　 パ　　　H　　x　　ほ　　ny　　k　　　ど　　ny　　　　　H

　
爭

獄 鷲 Mむ
嚼 題

　
型

濕 農諞 罫 夐 り

め て 報告す る 予定で あ る．此 の 場合は estrogen ，　Proges
terone 等女性 ホ ル モ ン と呼ば れ る もの が 男性 ホル モ ン

と全 く逆 の 試験管内の変化を現 わ して い る事が注 目され
る．

　 第 4 節　　Choline　acetylase

　本酵素に 関 し て は 既 に 本 誌 に 協 同 研 究者 の 1人 浦 上

　（日産婦誌 12 ：1379
，
1960） が詳 し く報告 して い る の で

改めて 記載する事 を省略す る。
　 第 5節　Aceto ・CoA −kinase

　 本酵素 に関す る もの も前節の 文献を 参照 さ れ た い ．
　 第 4 章 Desmorase

　本研 究で 検 討 し た des皿 orase は tryptophan ・pyrolase
と 91utamic　 decarboxylase で あ るが　前者 に つ い て は

第 3編で触 れ る．Glutarnic　decarboxylaseでは10− s〜
10− s

の 範 囲で sexagens は 何等有意の 差 を示 さ な かつ た，

　第 3 編　複合酵素系に 及ぼ す sexage 】ms の影響

　 第 1 章　糖代謝の 場 に 於ける酵素 と sexagens

　第 1節　酵素 と糖代謝 の 概要

　第 2 節 解糖作用と sexagens

　 い つ れ も紙数 の 関 係で 省 略 す る．
　 第 3節　実験成績

　第 1項　Ethyozymase に 及ぼ す sexagens の 影響

　先 づ 解糖作用の 全過程 に及ぼす sexagens の 影響を窺
うた め パ ン 酵母 か ら ethyozymase を 調製 し 0。5M の

glucose を基 質 と し Warburg の manometer で検圧

的 に測定 した ．実験方法並 び に 予備実験に っ い て は 改 め

て 報告 す る つ も りで あ る，そ の 成 績 は 極 め て 複雑で解析
に困難を感 じ る程である が．此 の 酵素系の 作用 を 上昇さ

す もの は androgen だ けで ，
　testosterone は 6。T× 10− 4

M で 170％ に反族 を促進 さ せ ， MAD は 1．0× 10− 3M

の 高濃度での 40％阻害を除い て 2。7× 10− 4M
及び 1．35

× 10− 4M
では ユ20％ ， 150％ と活性化 を 呈 し更 に 6．8

× 10
− 5M

では 約 200％ に も達 した．之 に 反 し est．　benz
8．6× 10『SM

が 反応 を80％ も抑制して い る 事も注 目に 価

す る．（第27J　 28， 29図）

　第亘項　グ ル コ ース 6燐酸脱水素酵素

　Glucoseか ら pyrUvate まで の 中間 に あ り，且 つ T
PN 還元型の 生成 に も関係す る の で本酵素 を撰 ん だ，酵
素 は Noltmann ＆ Gubler ら に 従 つ て乾燥 ビ ール 酵母
か ら調製 し，sPectrophotometrically に 測定 した　（第
30，　31，　32図）．
　第 4 節　小　括

　
一応解糖作用の 全般をな が め る た め に ethyozymase

　　第27図　Testosterone 　　　 第28図 　MAD
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第32図　　progesterone
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次 に glucose か ら pyruvate ま での 反 応の 中 間で 五 炭

糖燐酸 ツ
・
イ ニグル に 関 tJt　）

ts’
る 91ucose・6−phosphate 脱ゴく素

酵素 に つ い て 実験 した ．

　しか し第36図で も わ か る様に pyruvate の 終 末 処 理

の Krebs 　cycle も第 2 編脱永素酵素の 項で述べ た様な 多

くの 酵素が関与 して お り，そ れ らの 1 つ 1 つ に sexagens

が 少 な か らぬ 影響を与 え た事を勘案 し且 つ 解糖作用 に 大

き な 役割 を持 っ 筈の 助酵素 へ の 作用 も併 せ て 考え られ な

け れ ば な らな い し，解糖作用が 以 ドの べ る脂 質代謝や蛋

白代謝 に大きな 役割 を演 じ る事 な ど多 くの 点 に つ い て 考

察 しな け れ ば な らな い ．

　第 2 章　脂質代謝の 場 に於 ける複合酵素 と geXflgens

　第 1 節　実験成績

　先 づ choline 　acetylase に関 し
『Cは 既 に 報告 し た通 り

’tあ るの で 省略す る． Ochoa の い わ ゆ る condensing

enzyme で も，我攻 の 行 つ た 実験範囲 で は estrogen は

活性化 ，
androgen は 極 め て 軽微 な 阻 害，　 progesterone

は 明 ら か な 阻害 を 示 した 。

　第 2 節　小 　括

　Lipase や Krebs の cycle に つ い て は 第 2 編 で 検討

して い る の で省略す る．尚脂質代謝で貢大 な意義 を持 っ

CoA の 生成 に つ い て は第 4 編，第 3章 ， 第 4 節を参照

され た い ．

　第 3 牽 蛋 白代謝の 場 に 於 け る複合酵 素 と sexagens

　第 1 節 蛋白代謝と sexagen

　 こ s で
一

応我k が臨床的 に 用い た sexagens 及 び そ の

誘導体の 蛋白同化作用 を 図表 で 示 す と第 33図，第 5表 の

如 くで あ る．

第33図 　蛋 白 同化 ホ ル モ ソ
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第 34図

　 HO−C−CH2−CH−COOH
　 岫 H　 畑、

　 　 C
　 　 H　 レH　 I印ε

　 　 　 　 ↓H［細 瞭 amr 冂a∫ε

　 H［−C−CH＝CH−COO卜I
　 k齠
　

SC ／

　 　 H　 Urec　 a‘、d　　　　　 ．

　　　　↓し
1
厂ocan 「¢ase

　 トIOOC−9H−CH・−CH2−COOH
　 　 　 ，NH〜　　　　　　 ＋H20
　 　 　 L・「utamic 　 acid

）（跚×伽 地 一

　　　　騏1：撒 σH
・NH・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L−keto　lutamlcaじld

　　　　　　　　　　　　　　　　　 TCA−cyじle

　篤 2 節　実験成績

　第 1項 　Histidine ボ時謝 と sexagens

　第34図 に 示 す histidin 代謝経路 に つ い て histidine
deaminase ，　uroca ：ユicase，　glute．mic 　dehydrogenase　の

3段階 に 分 げ て sexage 且s の 影響 を検討 した ．詳細は 別

に 報告す る と して ，hi・stidine 　deaminase 　is肝 か ら抽出

した もの で あ り，乏 の 活性 楚 残 存 histidineか ら逆計

算した もの で あ る か ら， 肝紹織内 1に あ る ア ミ ノ 酸酸化

酵素の 影響 を 除外す る 訳 に は 行 か な い が ， 実験 に使 用

し た co −factOt や 測 定 時 間 の 関係 か ら ee　1 段階 の 反応 の

大部分は histidine　deaminase の 作用 と解 して よい ．
Estrad 三〇1は 10− s・v10− H

恆1で こ の 酵素 に対 して 23〜45％，
urocanicase に 対 し て 1，at約 IC ％ の 阻 罟 を 示 し，　 glutamic
dehydro 彗e皿 ase で は 僅 か ｝こ 11〜28％ の 活性化を示 した．
EstrQne は Lteaminase　 l・こ11％ の 活性化，　 urocan 三case

に ぽ 影響 欺 く， glutamic　dehydrogenas で は 50％ 前 後

の 活档三化 を認 め た ．Estriol は deaminase に ユ6〜33％

の 阻咨を示 しsur

’
ocanicase には影響な く，

　 gltttamic

dehydrogenase には 軽度の 活 性化傾向 を 示 した・尚prQ−

gesterone、　testosteroneで は 殆ん ど有意 の 影響を認 め な

／．　　　　　ゆ−
ん
丶ド

丿〆〔．。

　簿 H項 Triptophane 　pyrolase と sexagens

　幼弱 雌 性 家兎肝 を 用い 生 成キ ヌ レ ＝ ン 量 を 大谷本 田 の

呈色反応 で 37℃，3 時間 incubate して検 した ．第 35図
に 示す 様 に estradiul に活

．
性化 ，

　 progesterone に 不活

性 を 認 め た ．

　 第 踊項 Ribonucleaseと sexage 聡

第 35図 　Tryptophane 　pyro 王ase に 及 ぼ す

　 性 ス テ v イ ド ホ ル モ ソ の 影 響 （in　 v 辻ro ）
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　第W 項 Transaminase

　第 V項　Transphosphorylase

　夫女 に つ い て は第 2編での ぺ た．

　第 4節　小 括

　我 々 の あ げ得 た結果か ら考按す る と，助酵素生成 ま た

は ATP ，
　creatine 　phosphate な どの enargy 受給の 間

接的 な機構 を介 して も よ り多 くの 影響 が 及ぼ さ れ てい る

もの で あ ろ う と推論 さ れ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま　 と　 め

　紙面の 関係で 三大養素の代謝の 場 に於け る sexagens

の 影響 に つ い て ，い ま ま で 我々 の 挙げ得た成績を
一

揺 し

て 図示 す る に 止 め る （第 36図）．

　　　　　　　　　 第　36　 図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　黷

爺

：諺
　 　

　　　第 4 編　Sexage 皿 s が酵素反応に

　　　　 関与す る機 序に 関 する研究

第 1 章　活性化不 活
1

陛化の 種類 と様式

之 等 に関 しては 既 に 数回紙上 に も発表して お い た の で

　　　　　　　　　第37図 　　　　　　　第 38図
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第42図

紙面の 都合で 割愛す る （日産婦誌 12 ：　1235 ， 1960）．

　 第 2 章　反応系 に於るイ オ ン の 変動 と sexagens の 影

響

　 第 2 編に準 じ健康非妊婦の 血清ア ル カ リ フ ーth　X フ ァ タ

ーゼ の活性 に及ぼす sexagens の 影響 を検討す る に 当つ

て 先づ 第3咽 の 如 く本酵素活性 に 及 ぼ す Mg ＋，　Mn 鱈

Fe 什，　Cu卦，　Pb朴，　Co幵
などの イオ ン の 影響を検討した 上

で ， 特 に M 丗 及 び Mg 昔 イ オ ン に つ い て 種 々 の 濃度の

下で sexagens の 影響を観察 した，そ の 成績は 第 38，

39， 40， 41， 42，43，44図に示す如 く金属イオ ン は こ の 場

合 は 左 程大き な変動 を与 え な い もの で あ る事 を知つ た ．

　 第 3 章　助酵素 と sexagens

　 第 1節　Hydrogen−carring 　coenzyme

　 第 王項　Diphosphopyridine 　 nucleotide （DPN ）

　 AD ？ N と Diaphorase 　l

　 Diaphorase 　1 と sexagens の 反応系に DPN を 添加

　した成績は 第 45図の 如 くで あ つ た ．

　 B 　 DP 罫rとグ ル タ ミ ン 酸

　　1　 DPN とグ ル タ ミ ン 酸脱水素酵素 ： 既述 の 如 く

biben2yl・Na 塩 は DPN に拮抗的 に作用 した．

　　2　 DPN とα一ケ トグ ル タ ル 酸脱 水素酵素 ： DPN 量

を
1
／5 に 減少す る と sexagens の 影響は殆ど直線的に な る

事が わ か る （第 46
，
4丁図）．

　 C　 DPN と Choly ！−Co　A 生 成

　 Estradio1 に よ る cholyl −Co　 A 生成は DPN の 添加

で
一

層著明とな る （木 下 ： 口産婦誌 ， 11：2191，
1959）．

　 第 9 項　Triphosphopyridine 　nucleotide （TPN ）

　 第 1 項』 A に準じて TPN に つ い て 検討 し た が 第48図
の 如 く大した影響を与 えな か っ た ．

　 第 皿項 Flavin　 nucleetide （FMN ，
　FAD ）

　 A 　 u バ ク 酸酸化酵素系 に 及ぼ す hexestrol の 影響

　 青酸カ リで cytochrome 　oxidase を 阻害 し，　水素受
容体 と して vitamin 　K

， 或は メチ レ ン 青 を用い た実験
で は hexestrol の 活性 化作用は 認 め ら れ な か っ た　 （住

谷 ： 日 産婦誌工1 ：1109．1959）．
　 B 　Cytochro皿 e　oxidase に及 iぼす hexestrolの 影響

　 直接 cy 亡ochrome に結 び つ い て 酸化 され る 筈 の hydro −

quinon の 酸化作 用 へ の hexestrol の 影響 は 第49図の 様

i・こ変イ匕な カ、つ 冫セ．

　　　　第 391YJ　　　　　　　　　　　　　　第401SU
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726− 64 酵素反 応 に 及 ぼ す 性 ホ ル モ ソ の 影 響 日産婦 誌 t5卷 9 ・
鬢｝
・
臨 時増 干「三

　　 　　　　　　　　　　 第 46図 α 一ケ ト グ ル タ ル 酸

第 45図　Hermo 血 es 　10− 4M

　　脱 水 素酵素 に 及 ぼ す ホ ル

　十DPN 量 の 変 化　　　　　モ ソ の 影響
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第49図 　Cytochrome　 oxi 一　第 50 図 　グ リ ー
ヒ ロ 燐酸 脱 水

　dase に 及 ぼ す hexestxol　 素酵 素 に 及 ぼ す hexes 一

　 の 影 響 　　　 　　　　　　 trol の 影響

纔懸 畷舞
　C　グ リセ ロ 燐酸脱水素酵素 に及ぼす hexestrel の 影

響

　本酵素 に 及ぼす hexestrolの 影響を 検 し た と こ ろ第

50図 に 示 す 如 く反っ て 逆 に65％の 阻害 を 示 した．以．．Eの

実験成績 か らコ ハ ク酸酸化酵素系 へ の hexestre ］の 活性

化はSlater’
s　factorの 辺 1｝こ 存す る か も知 れ ない と推論出

来 る （住谷 ： 日産婦 誌　11 ：1ユ09，1959）．

　第 2 節　Group　carring 　coenzyme −adenosine 　pho −

sphate

　第 1 項　Choline　 acetylase に 及 iξ1す ATP の 影響

　第皿項　Aceto ．Co　A ・kinaseに及｝ます ATP の 影響

　文献 （浦 上 ： 日産婦誌12 ： 13T9，
ユ960） 参照

　第 皿項　ク エ ン 酸 生 成　transacetylase に 及 ぼ す A

TP の 影響

　特 に 白鼠腦 homogenate での progesterone の 6B〜

75％ に二及 ぶ 強い 阻害が ATP 景 を 4 〜 5倍 に増加 す る事

で 28〜 48％ に減弱す る事 を認 め，先の 実験成績 を 併 せ

て ， progesterone は ATP か らの
〜

  利用率 を 低下 さ

せ る こ と を
一

応推論 した 　 （木下 ： 日産婦 誌 11 ： 2191，

1959）．

　 i9　3節 Estrogen 　sensitive 　 transhydrogenase

　 Hagermann ＆ Villee に 準 じ，　 ヒ ト胎 盤 か ら S57，0Do

酵素 を作成 して種 々 実験 を試 み第 51。52図の 如 く大体 彼

等 と一致す る成績 を得 た ，尚 その 詳細 は 改 め て 報告す る

第 511叉「　 ユ7β一Estrad 重Ql　de−
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第 52図 　　G −6−P 　dehydrog−

　 enase （TPN ） に 共 範 し

た transhydrogenase
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が ，
こ れ に 準 じて 豚睾丸 で も実験 を行 っ た が testosterone

dellydmgenaseは 証 明す る事が 出来 な か つ た （第 53図）．

　第 4節　CoA に 関与 した 生 合成反応

　第 亙項は モ ル モ ッ ト肝 マ イ ク ロ ゾーム ，第 江項は豚肝

か らの 調製酵素 に つ い て 実験 した （第 54．55，56図）．

　　　　　　　　　　　 　 第 541寒［　Chelyl−CoA 　生 成

　　　　　　　　　　　 　　に 及 ぼ す nermQnes の 影
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　 第 4 章　反 応 系 に於 る cc −factor と sexcagens

　第 1 節　β一Glucurenidaseに 関する 実験

　第 工項 酵素阻害剤 と sexagens の 関連性

　第 2 編 に 準 じ本酵 素の 阻害剤で あ る sacchar ・・1・4−la−

ct ・ne 　Ca 廉 の 本酵素へ の 影響 を sexagen と併 せ て 実

験 した 成績 は第 57圏の 如 くであ つ た e

　第 亜項 　酵素賦活剤 と sexagen との 関連性

　第 58図 に 示 す如 く経 日 失活 した 酵素活性が DNA で回

復す る事 を認 め た 後，経 日 失活酵素及 び SL一失活酵素 に

DNA を加 え た 反 応系 での sexagens の 影響 を 検討 し第
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第 57図　β一Glucuronidase　 第58図　β一glucuronidase
　に 及 ぼ す SL，　glycirrhi 一　 に 及 ぼ す DNA の 影 響

　 zin の 影 響 と sexagens

　 の 比 較
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第 59図 　牛 肝 精 製 β一9正UCU −

　ronidase 失活 酵素十DN 　第 60図　失活 酵 素 十 DNA

　A に 及 ぼ す sexagens 並　　に 及 ぼ す 各 種 化 学 物 質の

　び に cholestero1 の 影 響 　 影響
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材料 の 新鮮度に よ る変動、第∬項　反応菰保存時間 に よ

る活 性 化 作 用の 変動，第 皿項 Hexestrol 　．に よ る活性 化
の み られ る区分， 第1V項 Hexestrol の 活性化作用 と緩衝
液の 種類 と濃度 に よ る変動 な どの 実 験か ら hexestro1は
仮想的な プ ロ 酵素 又 は Co −factor を 本来の 酵素 に す る と
い う可能性 を 示唆 した （住谷 ： 日産婦誌 11 ：111工．ユ959）．
　第 5 章 Modifiedenzy 皿 e と sexagens

　第 1 節 Ribonucleaseに 及 ぼ す cystein と sexagens

の 影響

　Cysteinで酵 素 を modified して得ら れた 時の 成績は

第 6263 ， 64図 に 見 ら れ る如 く modify レた 時間が長い

程影響の 強い 事 が判 っ た．
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S9，60図の 如 き 成績 を得 て 第 61図の 様 な schema を推論
した ．詳 し くは 別の 機会に報告す る．

　第 2 節 　Succinic　Qxidase 　system に 関 す る実験

　既述の 如 く第 工項　酵 素調製後の 時 閥的経過及び酵素
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第66図　　Creati1ユーkinase　l・こ
　及 ぼ す cystine 及 び te−

　stosterone 　の 影 響・

　　
　

　第 2節 Creatin−killase に及 ｝袰す cystein の 影響と

sexagens

　rVlodified　enzy 皿 e で の 成績は 第 3 編 の 成績 と比 べ る

と testosterone が 4 × 10− sM
　
・
（　fl頁著な 活性化 を 示す事

が 明 ら か で あ る．
　第 3 節　Creatine −kinase に及ぼす cystine の 影響と
sexagens

　同様 の 実験 を cystine で rnodified して 繰 TS返 した 成
績 は 第 65，66図 に 示 す如 くで 重）

つ た．
　第 6章　　A 皿 t且estrogen

　既 に協 同 研 究者の 1、人加 藤 が　　　　　　　　　　　　　　　 帽 産婦誌12 ： 1369，

1960）報告 して い る の で 省略す る．
　第 7 章 酵素反応と sexagens の 構造
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　第 1 節　コ ハ ク 酸酸 化酵素 に 及 ぼ す sterin 核及 び

pyridine 核 の 影響

　既 に 詳 し く住 谷 が報 告 した の で再録を省略す る．

　第 2 卸　Monoamme 　 oxidase

　Sterin 核を持っ digitoxigenin　や sodium 　cholate

で も sexagen と 同 じ程度の 影響 が 現わ れ た ．

　第 3節　β一Glucuronidase
　　第 2 編、第 2 章，第 6節参照、

　第 8章 酵素 反 応 に 関与 し た estrogen の 態 度

　第 1 節 　Choline　acetylase 反応 に関 与 した estrogen

の 態度

　A 　Paperchromatography 蘇二 よ る 反応 後 estrogenD

検索

　 B 　反応 に 関与 した estradiol の 分割

　 日産婦誌12 ：1235， 196G参照

　第 2節　Cholyl−Co　A 生 成 に 関
「
Jl した estrogeri

　 簡単 に 図 示 すれ ば第 67図 の 如 くであ る。
　第 3節　Gaschromatography に よ る 分劃

　第 1 項　乳酸脱永素酵素反応 に 関与 した sexagens

　 改め て 詳細 は 報告す る と して
一

応の 結果 を 示 す と 第

68，69770，71図の 如 くで明 ら か に 反応 に 関与 し た

sexagen は そ れ自体の 構造 を変化させ て い る事が判 り，

尚 androsterone で は 将来検言寸さ れ る べ き不 明の 物質 に

転 換 した．
　第 且項 17β一Estradi  l　 dehydrogenase 反応 後 に 於

け る eStrogen の 分劃

　第 72図の 如 くで あ る．

　　　　　　　　　 結　　　論

　 Sexageus の 酵素反応 に 及ぼす 影響 を 試験管内で 生

化 学的 に 追求 した が ．特 に そ の 影響 の 機序 に 関 し て は

Pardee の 述べ て い る 様 に，酵素活 性 の 調 整に 関す る 研究

は まだ 幼午期 に あ り， 今後 に期待す る もの が 多い が一
応

の 結論 を ま と め る と次の 如 くで あ る．

　 1　産婦 入科学的 に 変 動す る酵素活件は性 ホ ル モ ン の

変動 と結 びつ くもの が少 くな い ．こ be に 新 ら しい 補助 診

断法が産み だ さ れ る可能性 もあ る ．
　 I　in　vitro の 実験

一
ぐ最 も 多 くの 酵素 に 最も著明な影

響 を与 え る もの ｝ま estrogen で，三n 　 vitro で もestrogen

に対す る androgen 並 び に gestagen の 拮抗性 を証明 し

得 た もの も 少 くない 。
　 皿 　Estrogen 特 1｝こ estrene と est

’
radiol と は，

hydrogen 　carlier と して 1乍片「す るが，　 sexagen の II、体
内の 役割 ｝士単に こ れ だ けで は な さ そ うで あ る．
　 IV　Sexagen ぽ蛋 白代謝，脂質，脂質代謝及 び糖質

代謝系に 於 げ る 種 々 な 場所 この pacemaker と レて 働 く

Ir∫能性 を持 っ もの で あ 駄

　 v　Sexagens の 活性化作用 〜乙は 阻害作用 は 動的 に み

て 劃
i一

的 な もの で 塩 い ．
　 W 　Sexagens が 酵素 反 応 に 関与 した と き，そ れ 自体

の 構造 に 変化 を 来す もの もあ り，特 に estrogen で顕 著で

あ つ た ．progesterone で は 左 程 著明で な い が audrogeD ・

で ぽ 明 ら か に 転換 し． そ の 際あ る 不 明恋 物 質を生 じる 場

今 の ある 事を知 つ た．
　 擱 筆 す る に 当 り、本研 究 を 栄 誉 あ る 宿 題 報 告 と し て 発

表 す る 機 会 を 与 え ら れ た 日本 産科 婦 人 科 学会 藤森会長 W．

ぴ za会 fiの 各 位 に 厚 く感 謝 し，終 始 御 爨 篤 な 激 励 と鞭 撻

を 烝 な く し た 恩 師吉松 大 阪 大 学名誉 教授，足 高 阪 大 教 授
・

を 初 め と し て 永 年 に 亘 り，絶 大 な 指 導 や 志 告 を 惜 し ま れ

な か っ た 大阪大 学 薬学 部 上 原 喜 八 郎 教 授 に 万 腟 の 謝 意 を

表 し ま す．
　 最 後 に 少 人 数で よ く 困 難 を 克 服 し 真 に 寝 食 を 忘 れ 診 療

と研 究 障 挺 身 し て ，幾 度 びか 夜 の 白む を 介 せ ず 時 に 家 庭

ま で を 忘却 し て 本研 究 の 遂 f∫ に 努 力 せ ら れ た 協 同 研究者

の 諸 君 に 永 遠 の 感 謝 窃 捧 げ る．
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足 立 部 長 へ の 謝 辞

座長 長 谷 川 敏 雄

　近時 吾が産婦 入科領域 に 於け る性ホ ル モ ン 臨床

応用 の 普及は ， 寔 に 瞠 目 に値 する もの が あるが
，

そ の作用の本体 を明 か に した もの と して は ， 生物

学的研究 に 就 て は 暫 く措 き，少 くも細胞叉 は 組織

の 面で の検索は此較 的少 く，こ れ を欠 く限 り謂 わ

ぱ 非科攣的 ， 盲 目的応用 に 過 ぎ ぬ との 誹 りを免 れ

得ない で あ ろ う．

　演者 は 此処に 見 る と こ ろが あ り， 先ず臨床上 種

zaな産婦人科的正 常並び に異常時 に 於け る各種酵

素の 消長 ， 名種酵素反応及び糖質 ， 脂質並び に蛋

白質各代謝 の 揚 に 於 け る複合酵素系等 に 及ぼ す合

成発情物質 sexagens の 影響 ，更に Sexagens が

そ れ等酵素反応 に 及ぼ す影響の 機序等 を試験管内

で 系統的に分析追 究す る こ とに 依 り，複雑多岐な

性 ホ ル モ ン の 入体に 及 ぼ す生理作用 の 本体 を酵素

学 的観点か ら闡明 された の で あ っ て ，寔に 貴重 な

劃期 的業績 と云 つ て よ く， 凡そ 20年 の 多年に 亘る

不屈 の研鑽 に依 り，性 ホ ル モ ン の 臨床応用 に 対す

る確固た る科学的新根拠 を樹立 された演者並び に

そ の研 究グ ル ープ各位 の異常な御努力 に対 し，満

腔 の敬意 と謝意 と を表す る と共に ，今後一層の御

健闘 と御発展 とを祈 っ て 己 まぬ 次 第で ある．

日本歯科 ・東京都歯科医師会御推奨

第 12 回東京都優秀 発 明品展覧会受 賞 手術室 ・ 診療室 の 必 需 品 ・ ・ 。

完全 自動式 （殺菌灯 付 ） N106 型

エ ア ー タ オ ル

往

瑳
裘謬翳 御譯 鶏

診 療室 や 手術室 で の 手洗 の あ と 、 不 潔 な タオ ル を 使
用 せ ず滅菌 され た 温風で 手を 乾燥 させ る こ とが 出来
る だ け で も従前 に な い 清潔感 を感 じられ る 。

　　　　　　　　　　 （式場病 院長　式場隆三 郎先生談）

本器 は 欧米品 に優 る優秀 な ハ ン ド ドラ イ ヤ ー専門 メ

ーカーで 知 られ た 東京 エ レ ク ト ロ ン 株式 会祉製 品 で

あ ります 。 12に 及ぶ 特 許、実用新案 を縦横に 駆使 して

5 ケ 年 の 歳月 をか け此処 に 完成 され た世 界 に例 の な

い 完全 オ ー トマ チ ッ ク 品 で あ り 、 そ の 性能 及 び経 済
性 は高 く評価 され て を ります 。 我社と致 しま して は

此 の 斯 界の 独 占品を 低廉 な 価格 に て 、 御購入 か ら取

付 そ して ア フ タ ーサ ー ビ ス 迄一切 を責任 を以 て 致 し

ます の で 、 御安心 の 上 御利用下 さい
。

株 式 会 社 エ ン ゼ ル 商 工
東 京 都 豊 島 区 西 巣 鴨 2 の 1965
TEL 　（981 ） 2468 　 （982 ）2638
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